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全 国 建 設 労 働 組 合 総 連 合
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８
月
��
日
、長
井
白
鷹
建
設
組
合（
飯

澤
義
一
組
合
長
）
に
よ
る
学
校
施
設
修

繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
町
内
の
小

中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
同
組
合

に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
組
合
員
46
人
が
参
加
。
蚕
桑
、

鮎
貝
、
東
根
小
学
校
及
び
白
鷹
中
学
校

に
お
い
て
、
体
育
用
具
小
屋
屋
根
の
塗

装
、
椅
子
座
面
張
替
え
、
旧
資
材
置
き

場
の
整
備
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
土
手

整
備
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全

に
活
動
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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９
月
��
～
��
日
の
３
日
間
、
道
の
駅
白
鷹
ヤ
ナ
公

園
で
開
催
さ
れ
る
「
第
40
回
白
鷹
鮎
ま
つ
り
」
を
前

に
、
し
ら
た
か
旅
先
案
内
人
の
新
し
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
照
井
ひ
ろ

え
さ
ん
（
横
田
尻
）
が
デ
ザ
イ
ン
。
前
面
に
は
、
町

の
特
産
品
で
あ
る
「
も
み
じ
鮎
」
が
跳
ね
る
イ
ラ
ス

ト
、
背
面
に
は
、
か
わ
い
ら
し
い
少
年
が
鮎
を
捕
ま

え
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
鮎
ま
つ

り
当
日
は
、
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
案
内
人
の
皆

さ
ん
が
、
心
を
込
め
た
お
も
て
な
し

で
来
場
者
の
皆
さ
ん
を

歓
迎
し
ま
す
。

　

佐
野
原
地
区
の

歴
史
と
文
化
を
ま

と
め
た
冊
子
「
佐

野
原
物
語
」
が
、
下
山
・

ࠉ
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佐
野
原
老
人
ク
ラ
ブ
「
亀
鶴
会
」（
吉
田

英
一
会
長
）に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
佐
野
原
地
区
の
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
を
後
世
へ
つ
な
い
で
い
こ
う

と
、
同
会
員
の
皆
さ
ん
が
佐
野
原
の
歴
史

を
掘
り
起
こ
し
、
地
区
内
の
自
然
を
観
察

し
な
が
ら
歩
い
て
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
。
冊
子
は
、
佐
野
原
地
区
の
全
戸

に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
町
図
書
館
に
も
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

野
原
物
語
」
が
、
下
山
・
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